
奈

良

教

育

大

学

附

属

中

学

校

通

信

第

二

号(

通
算
二
十
九
号)

二

〇

一

四(

平

成

二

十

六)

年

九

月

十

三

日

発

行

百

歳

の

言

葉

学

校

長

松

川

利

広

銀

座

四

丁

目

に

あ

る

教

文

館

（

ビ

ル

）

は

、
「

花

子

と

ア

ン

」

の

影

響

も

あ

り

、

す

っ

か

り

有

名

に

な

り

ま

し

た

。

近

く

に

は

、

和

光

、

パ

ン

の

木

村

屋

総

本

店

、

山

野

楽

器

、

ミ

キ

モ

ト

な

ど

の

老

舗

や

名

店

が

軒

を

連

ね

、

銀

ぶ

ら

に

は

最

適

の

エ

リ

ア

に

あ

り

ま

す

。

そ

の

教

文

館

の

六

階

に

、
「

子

ど

も

の

本

の

み

せ

ナ

ル

ニ

ア

国

」

が

あ

り

ま

す

。

児

童

書

、

絵

本

、

紙

芝

居

、

研

究

書

、

絵

本

グ

ッ

ズ

、

書

評

の

切

り

抜

き

ノ

ー

ト

な

ど

が

あ

り

、

大

変

充

実

し

た

書

店

で

す

。

店

で

働

い

て

い

る

方

も

、

児

童

書

や

作

家

に

つ

い

て

造

詣

が

深

く

、

い

ろ

い

ろ

な

読

書

相

談

に

も

丁

寧

に

答

え

て

く

だ

さ

い

ま

す

。

二

〇

〇

七

年

（

平

成

一

九

年

）

二

月

、

こ

の

教

文

館

で

『

石

井

桃

子

さ

ん

一

〇

〇

歳

お

め

で

と

う

！

』

フ

ェ

ア

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

石

井

桃

子

（

一

九

〇

七

（

明

治

四

〇

）

年

三

月

一

〇

日

～

二

〇

〇

八

（

平

成

二

〇

）

年

四

月

二

日

）

は

、

岩

波

少

年

文

庫

の

編

集

者

と

し

て

、
『

熊

の

プ

ー

さ

ん

』
（

Ａ

・

Ａ

・

ミ

ル

ン

）
、
『

ち

い

さ

な

う

さ

こ

ち

ゃ

ん

』
（

デ

ィ

ッ

ク

・

ブ

ル

ー

ナ

）
、
『

ピ

ー

タ

ー

ラ

ビ

ッ

ト

の

絵

本

』
（

ビ

ア

ト

リ

ク

ス

・

ポ

タ

ー

）

な

ど

の

翻

訳

家

と

し

て

、
『

ノ

ン

ち

ゃ

ん

雲

に

乗

る

』

な

ど

の

作

家

と

し

て

、

東

京

子

ど

も

図

書

館

の

設

立

者

の

一

人

と

し

て

、
「

日

本

に

お

け

る

子

ど

も

の

本

の

礎

を

築

い

た

人

」

で

す

。

フ

ェ

ア

が

開

催

さ

れ

た

と

き

、

石

井

桃

子

は

、
「

ナ

ル

ニ

ア

国

」

の

た

め

に

一

枚

の

色

紙

を

書

き

ま

し

た

。

こ

の

色

紙

は

、

現

在

も

「

ナ

ル

ニ

ア

国

」

の

本

棚

に

飾

ら

れ

て

い

ま

す

。
「

ナ

ル

ニ

ア

国

」

の

方

の

お

話

に

よ

る

と

、

色

紙

は

二

〇

〇

七

（

平

成

一

九

）

年

二

月

九

日

に

書

か

れ

た

と

の

こ

と

で

す

。

ま

さ

に

百

歳

の

言

葉

で

す

。

本

は

一

生

の

友

だ

ち

本

は

友

だ

ち

。

一

生

の

友

だ

ち

。

子

ど

も

時

代

に

友

だ

ち

に

な

る

本

。

そ

し

て

大

人

に

な

っ

て

友

だ

ち

に

な

る

本

。

本

の

友

だ

ち

は

一

生

そ

の

人

と

共

に

あ

る

。

こ

う

し

て

生

涯

話

し

あ

え

る

本

と

出

あ

え

た

人

は

仕

あ

わ

せ

で

あ

る

。石

井

桃

子

こ

の

百

歳

の

言

葉

に

は

、

体

験

や

経

験

に

裏

打

ち

さ

れ

た

知

恵

が

あ

り

ま

す

。

そ

れ

故

、

重

み

が

あ

り

真

実

が

宿

っ

て

い

ま

す

。

百

歳

を

迎

え

た

一

人

の

人

間

は

、
「

本

は

一

生

の

友

だ

ち

」

と

言

い

切

り

ま

し

た

。

こ

の

あ

る

種

の

潔

さ

の

奥

に

は

、

私

た

ち

の

読

書

生

活

へ

の

「

？

（

疑

問

符

）
」

が

あ

っ

た

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。
「

あ

な

た

方

は

、

生

涯

話

し

あ

え

る

本

と

出

あ

え

る

よ

う

な

生

活

を

し

て

い

ま

す

か

。
」

と

。

そ

う

で

あ

る

と

す

る

な

ら

ば

、

私

た

ち

は

、

今

一

度

、

石

井

桃

子

の

問

い

か

け

に

真

摯

に

向

き

合

い

、

自

分

自

身

の

読

書

活

動

を

反

省

し

、

よ

り

充

実

さ

せ

る

こ

と

を

通

し

て

、
「

！

（

感

嘆

符

）
」

で

答

え

た

い

も

の

で

す

。
「

本

当

に

そ

う

で

す

。

出

あ

え

て

し

あ

わ

せ

で

す

。

人

生

（

心

）

が

豊

か

に

な

り

ま

し

た

。
」

と

。

そ

の

た

め

に

、

ま

ず

は

、

学

校

図

書

館

や

公

共

図

書

館

、

書

店

に

出

か

け

、
「

一

生

の

友

だ

ち

」

探

し

を

始

め

ま

せ

ん

か

。

き

っ

と

あ

な

た

と

の

出

あ

い

を

心

待

ち

に

し

て

い

る

本

が

、
「

こ

こ

に

い

ま

す

よ

。
」

と

さ

さ

や

い

て

く

れ

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

昨

年

度

は

警

報

の

た

め

に

実

施

で

き

な

か

っ

た

夏

休

み

恒

例

の

親

子

清

掃

が

、

８

月

日

（

日

）

保

24

護

者

・

生

徒

・

教

職

員

に

よ

っ

て

行

わ

れ

ま

し

た

。

多

数

の

ご

参

加

を

い

た

だ

き

、

通

学

路

、

校

庭

の

清

掃

に

熱

心

に

取

り

組

ん

で

い

た

だ

き

ま

し

た

。

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

【
９
月
】

１
日

第
二
学
期
始
業
式
・
芸
術
鑑
賞
会

２
日

身
体
測
定
・
三
回
生
実
習(

～

日)

30

４
日

(

特)

市
校
外
学
習

５
日

三
年
学
力
診
断
テ
ス
ト
①

日

三
年
研
究
室
訪
問

12
日

土
曜
全
校
Ｐ
Ｔ
Ａ(

授
業
参
観
・

13

高
校
説
明
会
・
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ)

日

振
替
休
日

16
日

学
級
読
書
会

17
日
～

日

文
化
の
つ
ど
い

25

26

育
桜
会
バ
ザ
ー

【

月
】

10

１
日

通
常
学
級
入
試
公
示
・
願
書
交
付

三
年
学
力
診
断
テ
ス
ト
②

２
日

(

特)

宿
泊
学
習(

～
３
日)

６
日

後
期
時
間
割
開
始

８
日

育
桜
会
評
議
員
会(

午
後)

９
日

中
間
テ
ス
ト(

～

日)

10

日

後
期
生
徒
会
役
員
選
挙
告
示

10
日

英
語
検
定

11
日

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル(

振
休

日)

12

14

日

育
桜
会
文
化
体
育
部
社
会
見
学

17
日

教
育
研
究
会(

前
日
午
後
に
準
備)

25
日

後
期
生
徒
会
意
見
発
表
会
・
投
票

29
日

(

特)

防
災
学
習

30

ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
出
前
啓
発
講
習
会

【

月
】

11

４
日

三
年
学
力
診
断
テ
ス
ト
③

三
年
生
Ｐ
Ｔ
Ａ(

進
路
説
明)

５
日

薬
物
乱
用
防
止
講
習
会

６
日

後
期
生
徒
会
認
証
式
・
総
会

日

三
年
個
人
懇
談(

～

日)

11

14

日

(

特)

入
級
選
考(

～

日)

11

12

日

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

15
日

三
年
生
と
幼
稚
園
と
の
交
流

18
日

一
・
二
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

20
日

一
、
二
年
生

社
会
見
学

21
日

(

特)

日
曜
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

23
日

三
年
期
末
テ
ス
ト(

～

日)

26

28

日
～

(

特)

耐
寒
駆
け
足(

～

)

26

12/9

【

月
】

12

１
日

一
・
二
年
期
末
テ
ス
ト(

～
３
日)

三
年
社
会
見
学

育
桜
会
評
議
員
会(

午
前)

５
日

防
犯
訓
練

日

(

特)

マ
ラ
ソ
ン
大
会

人
権
学
習

10
日

３
年
球
技
会

11
日
～(

特)

期
末
懇
談(

午
後)

16
日

期
末
個
人
懇
談(

～

日)

17

19

＊

日
の
み
午
後

17

日

終
業
式
・
大
掃
除

22

映
画
を
観
る
会(

図
書
部)

今

年
で

三

年

目

を
迎

え

る

、

韓
国

公

州

大

学

校

附
設

中

学

校

と
の

交

流

。
今

年

は

双

方

、

授

業
を

行

っ

て
い

る

時

期

に
訪

問

し

合

う

こ

と

と
な

り

、

こ

れ
ま

で

と

は
逆

に

、

先

に

私

た

ち

が
訪

韓

し

、
来

年

一

月

に
公

州

の

教
員

と

生

徒
が

奈

良

を

訪
れ

る

こ

と
に

な

り

ま
し

た

。

８

月

日

、

二

年
生

の

青

野
さ

ん

、

東

さ

22

ん

、
岡

本

さ

ん

、
木

村

さ

ん

、
寺

田

君

、
堀

口

君

の
６

名

の

生

徒
が

、

谷

口
副

校

長

・

吉

田

・

長

友
の

両

教

諭
引

率

の

も

と
、

韓

国

に

向

け

て

出
発

し

ま

し

た
。

仁

川

空
港

到

着

後

、

ソ

ウ

ル
で

景

福

宮
を

見

学

し

た
後

、

高

速
バ

ス

で

公
州

へ

。

バ

ス
タ

ー

ミ

ナ
ル

で

は

附
設

中

学

校

の
先

生

方

が
出

迎

え

て

く
だ

さ

い

ま

し
た

。

そ

の
日

は

朝

鮮

時

代
の

農

村

を
復

元

し

た

韓
屋

村

（

ハ

ノ
ク

・

マ

ウ
ル

）

に

宿

泊
し

ま

し

た

。

翌
日

は

ホ

ー
ム

ス

テ

イ

先
に

な

る

ペ
ア

の

生

徒

も
一

緒

に

、
武

寧

王

陵

な

ど
公

州

の

史

跡
を

巡

り

ま
し

た

。

こ

の
日

の

夕

刻
、

６

名

の

生
徒

は

ホ

ー

ム

ス
テ

イ

先

の
お

迎

え

の

車
に

乗

っ

て
各

家

庭

に

向
か

い

ま

し
た

。

日

は

附

設
中

学

校

で

の
歓

迎

会

。
会

場

の

入

口
に

は

附

設
中

の

生

25

徒

が

６

名

の
似

顔

絵

を
描

い

た

ポ

ス
タ

ー

が

貼
ら

れ

、

全

校
生

が

温

か
く

迎
え

て

く

れ
ま

し

た

。

李
校

長

先

生
の

日

本

語

で
の

歓

迎

の

言
葉

に

続

き
、

ス
ラ

イ

ド

で

互
い

に

学

校
紹

介

を

し

、
公

州

が

箏

曲
と

ダ

ン

ス
を

披

露

、

こ

ち
ら

は

青

野

さ
ん

の

ピ

ア
ノ

演

奏

と

合
唱

で

応

え
ま

し

た

。

そ

の

後

、
韓

国

の

学
校

給

食

も

体
験

し

、

名
残

を

惜

し

み
つ

つ

公

州

を

あ

と
に

し

ま

し

た
。

来

年

一

月
に

は

公

州
か

ら

生

徒

６

名

と

先

生
が

来

寧

さ

れ
ま

す

。

今
年

は

「

平

和

の
集

い

」

に
も

参

加

し

て

も
ら

い

、

一
緒

に

平

和

で
豊

か

な

未

来
社

会

を

創

っ
て

い

く

た

め
に

、

今

、
私

た

ち

が

し
な

け

れ

ば
な

ら

な

い

こ

と
は

何

か

を
考

え

た

い

と
思

っ

て

い

ま
す

。




